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▲６月１日
落合第二地域センターがオープン（中落合４‐１７‐１３）
落合第二特別出張所の建て替えに伴い、
待望の併設

▼６月２８日 全議員視察
区民健康村、女神湖高原学園を視察しました

（関連記事８面）

▲四谷第三・第四・旧第一小学校統合による
四谷小学校が開校（四谷２‐６）
太陽光発電、風力発電などの試みも
校庭は区立初めての人工芝

今定例会で可決した

■■『新宿区外部評価委員会条例』制定に
＝行政評価制度に、区民の視点に立った外部評価のしくみを導入！＝

今定例会では、区長提出と議員提出あわせて２４件の議案が可決されました。
条例では、行政評価の客観性と透明性を高め、行政評価への区民の参画を確保するため、区長の附属機関と
して「外部評価委員会」を設置する『外部評価委員会条例』の制定や、新宿文化センターの高圧受変電設備改
修その他工事請負契約（工期：平成２０年２月末まで）などを可決しました。………………………関連記事２面

世代を超えた交流の場に！学校跡地の施設整備で補正予算を

■■モデル事業で学校跡地を地域とＮＰＯのひろばとして整備
＝平成１９年度一般会計補正予算２億２，８１４万６千円を可決＝

四谷第四小学校跡地のひろばとしての活用に伴う耐震補強等施設整備のために約１億１千万円、東京都地域防犯モデル事業に基づく事業として、
街路照明灯４００基の整備に約５千８００万円、共同住宅への防犯設備整備助成に１千万円などの補正予算案を可決しました。……………関連記事２面

意見書

■■税財政制度の見直しに関する意見書を提出
国から地方へ、実質的な権限と財源を移譲する地方分権改革を国に求める！
今定例会では、ふるさと納税など都市部の税源吸い上げ議論に反対し、地方分権改革を国に求める『国・地方
を通じた税財政制度の見直しに関する意見書』、地球温暖化防止のための抜本的施策を求める『異常気象による
災害対策や地球温暖化対策の強化・拡充を求める意見書』など５件の意見書を議決し、東京都、国会等に提出し
ました。……………………………………………………………………………………………………関連記事２、８面

◆第２回定例会

６／１２（火）…議会運営委員会、本会議（代表質問：自民・公明・共産・民主）

６／１３（水）…議会運営委員会、本会議（代表質問：新無ク・社会・花マル、一般

質問）、委員長会

６／１４（木）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

６／１５（金）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教委員会）

６／１８（月）…防災等安全対策特別委員会、自治・地方分権特別委員会

６／１９（火）…議会・行財政改革特別委員会、議会運営委員会

６／２１（木）…議会運営委員会、本会議（議案の採決、意見書の採決等）

●議員研修会を開催しました…………………………………２面

●ボリュームアップ！区政のここを問う

３ページの大紙面に、全質問議員の質疑を集約……………３～５面

●平成１８年度政務調査費と議長交際費の支出状況…………６面

●これが新しい特別委員会です！……………………………７面

●恒久平和を希求して沖縄全戦没者追悼式に参加 ……………７面

●審査請求による政治倫理審査会を開催しました……………７面

●今定例会で議決した決議・意見書…………………………８面

●皆様から託された請願・陳情の処理状況……………………８面

●全議員視察 健康村、女神湖を視察しました ………………８面

本紙は、新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。

可決

議案



議案の概要と審議結果（賛成…〇 反対…×）
○第２回定例会（６月１２日～６月２１日）

改
選
後
初
め
て
の
定
例
会
を
控
え
た
６

月
１１
日
（
月
曜
日
）、
議
員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
議
会
改

革
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
議
員
の
政

策
形
成
能
力
の
向
上
を
目
的
に
研
修
会
等

を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、
平
成
１７
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

新
宿
区
で
は
、
新
た
な
基
本
構
想
等
が

策
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
治
基
本
条
例

を
制
定
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま

す
。
議
会
と
し
て
も
、
今
後
審
議
し
て
い

く
べ
き
事
案
に
よ
り
積
極
的
に
対
応
す
る

た
め
、「
分
権
時
代
に
お
け
る
区
議
会
の

あ
り
方－

自
治
基
本
条
例
を
踏
ま
え
て

－

」
と
の
テ
ー
マ
を
幹
事
長
会
で
決
定
し
、

研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
中
央
大
学
客
員
教
授
、
早

稲
田
大
学
法
学
部
・
大
学
院
法
学
研
究
科

講
師
で
�
地
方
自
治
総
合
研
究
所
所
長
の

辻
山
幸
宣
（
つ
じ
や
ま
た
か
の
ぶ
）
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

講
演
は
、「
分
権
時
代
の
議
会
と
は
」

と
「
自
治
基
本
条
例
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
シ

ス
テ
ム
と
ル
ー
ル
」
と
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
分
権
時
代
の
議
会
と
は
」
の
項
で
は
、

「
自
治
の
原
型
モ
デ
ル
」
か
ら
「
分
権
時

代
の
議
会
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
項
で
は
、
自
治
形
態

が
�
字
型
構
造
（
国→

長
）
か
ら
フ
ラ
ス

コ
型
（
長
、
議
会
、
住
民
の
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
）
へ
変
化
し
た
の
に
伴
い
、
議
会
が

住
民
の
共
同
意
思
の
決
定
及
び
更
新
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
行
く
か
が
重
要
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
治
基
本
条
例
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
シ
ス

テ
ム
と
ル
ー
ル
」
の
項
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
は
「
協
治
・
共
治
」
の
意
で
あ
る
と

説
い
た
う
え
で
、
そ
の
構
図
は
、
�
主
権

者
市
民
が
携
わ
る
部
分
、
�
消
費
者
市
民

が
携
わ
る
部
分
、
�
公
共
を
担
う
市
民
が

携
わ
る
部
分
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相

関
に
お
い
て
参
加
・
連
帯
・
協
働
の
必
要

性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
が
住
民
の
共
同
意
思
を
決

定
等
す
る
場
合
、
�
自
由
討
議
原
則
（
共

同
意
思
形
成
）
�
議
会
報
告
会
（
地
域
代

表
の
克
服
）

�
賛
否
公
表
（
議
決
責
任

・
活
動
の
透
明
性
）
�
長
の
反
問
権
（
共

同
意
思
提
案
の
主
客
逆
転
）
�
基
本
計
画

の
議
決
化
と
予
算
拘
束
（
計
画
に
よ
る
行

政
）
の
五
つ
の
運
営
原
則
が
あ
り
、
議
会

基
本
条
例
に
は
こ
の
五
項
目
を
盛
り
込
む

べ
き
で
あ
る
と
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
議
員
報

酬
の
あ
り
方
�
最
高
法
規
と
し
て
の
自
治

基
本
条
例
の
見
直
し
の
仕
方
�
住
民
投
票

の
規
定
方
法
に
つ
い
て
な
ど
の
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

改
選
後
の
議
会
で
は
、
特
別
委
員
会
を

２
委
員
会
か
ら
３
委
員
会
に
増
や
し
、
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
「
自
治
・
地
方

分
権
特
別
委
員
会
」
で
、
議
会
基
本
条
例

に
つ
い
て
は
「
議
会
・
行
財
政
改
革
特
別

委
員
会
」
で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

「
分
権
時
代
に
お
け
る
区
議
会
の
あ
り
方

自
治
基
本
条
例
を
踏
ま
え
て

」

議決結果
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可決
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概 要

補正予算額：２億２，８１４万６千円
補正の理由：学校跡地活用に伴う耐震補強及び用途変更等に伴う追加工事費、街路照明灯の改修経費、義務教育施設整備
基金積立金への積立に要する経費等の計上

行政評価制度に外部評価を導入し、客観性と透明性を高めるため、区長の附属機関として外部評価委員会を設置する。
委員数 １５人以内
構成 �学識経験者 ３人以内 �区民 ６人以内 �区内各種団体の構成員 ６人以内

委員任期 ４年以内
外部評価の結果は公表するものとする。

郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴い、日本郵政公社の職員は公務員の身分を喪失す
るため、例外的に公務員等の職務遂行に係る個人情報を公文書公開請求の対象としている規定から、日本郵政公社に係る
部分を削除する。
郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴い、日本郵政公社の職員は公務員の身分を喪失す
るため、例外的に公務員等の職務遂行に係る個人情報を自己情報開示請求の対象としている規定から、日本郵政公社に係
る部分を削除する。
１ 郵便貯金法の廃止に伴い、資産等報告書等に記載すべき項目から郵便貯金に係る部分を削除する。
２ 証券取引法の改正に伴い、信託の受益証券及び受益権が有価証券に含まれることとなるため、資産等報告書等に記載
すべき項目から金銭信託に係る部分を削除するとともに、引用法律名を改める。

証券取引法の改正に伴い、引用法律名等を改める。

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正に伴い、配偶者以外の３人目以降の扶養親族に係る補償基礎
額の加算額を、２人目までの扶養親族に係る加算額と同額とする。
これまで区民委員がその活動を通して担ってきた役割については他の制度へ発展的に統合していくこととし、区民委員制
度を廃止するため関係規定を削除するとともに、所要の規定整備を行う。
１ 退職手当の基本額について、整理退職等の場合の短期勤続者に係る特例と条例による給与改定以外の理由により給料
月額が減額されたことがある場合の特例の双方を適用しうる場合には、前者を適用する旨規定の明確化を図る。
２ 雇用保険法の改正に伴い、失業者の退職手当について所要の改正を行う。【２の一部は平成２２年４月１日施行】

次世代育成協議会の構成員に、労働者の立場にある者として労働組合の組合員１人を新たに加える。

都市計画法の改正に伴い、受益者負担の適正化を図るため、開発行為許可申請手数料及び開発行為変更許可申請手数料の
額の改定（現行額の１０１．６～１０８．３％となる改定）を行う。
公職選挙法の改正に伴い、新宿区長の選挙における選挙運動用ビラの作成に係る公費負担について定める。
公費負担の限度額 作成枚数：１万６０００枚以内、作成単価：１枚当たり７円３０銭以内

新宿区立中強羅区民保養所耐震補強及び大規模改修工事を施行するもの。

新宿区立新宿文化センター高圧受変電設備改修その他工事を施行するもの。

新宿区役所本庁舎等冷暖房設備改修その他工事を施行するもの。

新宿区デジタル移動系無線更新工事を施行するもの。

小畑通夫氏

繁田勝男氏

低額の所得であり、生活が困難と認められる区民の特別区税を減免する。

８面の決議・意見書の要旨をご覧ください。

議 案 名

平成１９年度新宿区一般会計補正予算（第１号）

新宿区外部評価委員会条例

新宿区情報公開条例の一部を改正する条例

新宿区個人情報保護条例の一部を改正する条例

政治倫理の確立のための新宿区長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例

新宿区特別区税条例の一部を改正する条例

災害に際し応急措置の業務等に従事した者の損害補償に関する条例の一部を改正する条例

新宿区区民の声委員会条例の一部を改正する条例

新宿区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

新宿区次世代育成協議会条例の一部を改正する条例

新宿区環境土木・都市計画事務手数料条例の一部を改正する条例

新宿区議会議員及び新宿区長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正
する条例

新宿区立中強羅区民保養所耐震補強及び大規模改修工事請負契約

新宿区立新宿文化センター高圧受変電設備改修その他工事請負契約

新宿区役所本庁舎等冷暖房設備改修その他工事請負契約

新宿区デジタル移動系無線更新工事請負契約

新宿区監査委員選任の同意について

新宿区監査委員選任の同意について

新宿区特別区税条例の一部を改正する条例

国・地方を通じた税財政制度の見直しに関する意見書

障がい者の参政権の保障に関する意見書

異常気象による災害対策や地球温暖化対策の強化・拡充を求める意見書

防疫研究室跡地調査の早期実施を求める意見書

生徒通学時の安全確保に関する意見書

予
算
（
１
件
）

制
定
（
１
件
）

改
正
（
１０
件
）

契
約
（
４
件
）

人
事
の
同
意（
２
件
）

条
例
（
１
件
）

意
見
書
（
５
件
）

区
長
提
出
議
案
（
１８
件
）

議
員
提
出
議
案
（
６
件
）

議
員
研
修
会
を
開
催
！

今
回
の
テ
ー
マ
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投
票
箱�

宮
坂
俊
文

質
問

現
在
、
国
全
体
の
景
気
は
好

調
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
中
小
企
業

ま
で
及
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。

中
小
企
業
の
現
在
の
状
況
を
ど
う
判

断
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

区
内
の
「
倒
産
企
業
数
及
び

負
債
額
」
は
減
少
し
て
い
る
が
、
ご

指
摘
ど
お
り
多
く
の
中
小
企
業
は
厳

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
区
は
新
た
に
「
商
店
会

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
導
入
し
、
商

店
街
の
課
題
解
決
へ
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
企
業
応
援
資
金
」
や
「
環

境
保
全
資
金
」
な
ど
融
資
制
度
を
拡

充
。
さ
ら
に
、
商
工
会
議
所
と
「
優

良
企
業
等
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
開

催
し
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
新
た

な「
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
産

業
振
興
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
福
祉
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問

「
新
宿
区
地
域
福
祉
計
画
」

は
、
そ
の
目
的
が
抽
象
的
で
あ
る
だ

け
に
、
分
か
り
づ
ら
い
。
今
年
が
最

終
年
度
で
も
あ
り
、
�
計
画
の
進
捗

状
況
及
び
達
成
状
況
、
�
今
後
の
計

画
の
位
置
付
け
と
策
定
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
弁

�
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
課
題

別
地
域
会
議
は「
地
区
協
議
会
」に
発

展
し
地
域
課
題
に
熱
心
に
取
組
ん
で

い
る
。
区
民
に
よ
る
子
育
て
支
援
活

動
で
あ
る
「
北
山
伏
子
育
て
支
援
協

働
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
施
や
、
高
齢

者
・
障
害
者
・
子
育
て
中
の
親
が
参

加
す
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
が
３７
箇
所
に
な
る
な
ど
、
地

域
福
祉
が
着
実
に
進
む
。
�
現
在
策

定
中
の
総
合
計
画
は
、
理
念
が
地
域

福
祉
計
画
の
基
本
目
標
と
同
一
で
あ

り
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
等
の
分
野
別
に
も
地

域
福
祉
計
画
の
理
念
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。
従
っ
て
、
次
期
地
域
福
祉
計

画
は
、
総
合
計
画
の
中
に
取
り
込
む
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の

関
わ
り
に
つ
い
て

質
問

�
改
正
教
育
基
本
法
に
「
家

庭
教
育
」「
幼
児
期
の
教
育
」「
学
校

・
家
庭
・
地
域
社
会
相
互
の
連
携
・

協
力
」
が
条
文
化
さ
れ
た
が
、
学
校

で
は
ど
の
よ
う
に
教
育
活
動
に
取
組

む
の
か
。
�
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
保
護
者
の
反
応
は
。

答
弁

�
改
正
教
育
基
本
法
は
、
学

校
に
お
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
協
力
し
、
自
立
し
た
人
間
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
小
学

校
全
校
で
、
入
学
前
の
健
康
診
断
な

ど
で
子
供
同
士
、
保
護
者
同
士
の
交

流
の
機
会
を
設
け
保
護
者
を
支
援
す

る
「
入
学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
行
う
。

幼
児
期
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
保

連
携
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
小
学

校
と
の
連
携
を
研
究
す
る
幼
小
連
携

教
育
を
行
う
。学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
相
互
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
ス
ク

ー
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
地
域

教
育
力
の
活
用
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
一
層
充
実
さ

せ
、
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
学
校
教

育
を
推
進
す
る
。�
都
作
成
の「
子
ど

も
の
生
活
習
慣
確
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
他
区
市
町
村

に
先
駆
け
、
平
成
１８
年
度
入
学
前
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
活
用
し
、
好
評
だ
っ
た
。

今
年
度
も
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
、
教
育
力
の
向
上
・
地
域
社
会

と
の
連
携
・
協
力
を
推
進
し
て
い
く
。

こ
の
他
に
「
行
財
政
改
革
計
画
の

取
り
組
み
」「
交
通
安
全
対
策
」
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

野
も
と
あ
き
と
し

質
問

平
成
１６
年
か
ら
期
日
前
投
票

が
始
ま
っ
た
。
投
票
し
や
す
く
な
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
特
に
若
い
世

代
へ
の
周
知
が
不
十
分
。
投
票
率
ア

ッ
プ
の
た
め
に
も
積
極
的
な
周
知
徹

底
が
必
要
。
�
制
度
の
評
価
は
。
�

周
知
の
具
体
策
は
。
�
期
日
前
投
票

を
行
お
う
と
し
た
日
に
、
投
票
整
理

券
が
届
か
な
か
っ
た
問
題
を
聞
い
た

が
。
�
参
議
院
選
挙
の
選
挙
区
と
比

例
区
の
よ
う
に
２
回
の
投
票
が
あ
る

場
合
、
期
日
前
投
票
所
で
も
、
投
票

用
紙
は
１
回
ず
つ
の
交
付
を
。

答
弁

�
有
権
者
に
利
用
し
や
す
く
、

投
票
率
向
上
に
大
き
な
役
割
り
を
果

た
す
と
評
価
。
�
広
報
し
ん
じ
ゅ
く

や
ポ
ス
タ
ー
等
で
周
知
。
今
後
、
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
も
働
き
か
け

る
。
�
１
日
で
も
速
く
届
く
よ
う
十

分
検
討
。
�
投
票
所
の
広
さ
等
を
精

査
の
上
、
総
合
的
に
検
討
。

計
画
的
な
特
別
教
室
の
空
調
化
を

質
問

全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
の

空
調
化
は
大
変
好
評
。
特
別
教
室
に

つ
い
て
は
、
騒
音
等
特
殊
事
情
が
あ

る
場
合
等
に
空
調
化
と
聞
く
が
、
今

後
、
計
画
的
な
整
備
必
要
。
�
こ
れ

ま
で
の
空
調
整
備
へ
の
評
価
は
。
�

新
た
に
策
定
す
る
実
行
計
画
へ
盛
り

込
む
べ
き
。

答
弁

�
児
童
・
生
徒
の
学
習
意
欲
、

学
習
効
率
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る

と
認
識
。
�
計
画
的
整
備
を
検
討
。

後
期
高
齢
者
に
保
険
適
用
外

自
己
負
担
分
の
経
済
的
支
援
を

質
問

税
制
改
正
等
、
高
齢
者
の
負

担
増
大
。
少
し
で
も
負
担
軽
減
が
必

要
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
今
年
の

区
議
会
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、

質
問
。
重
ね
て
早
期
実
施
を
強
く
要

望
す
る
。

答
弁

入
院
時
の
支
払
い
は
大
き
な

負
担
。
現
在
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
等
の
保
険
適
用
外
自

己
負
担
分
の
状
況
把
握
中
。
他
自
治

体
の
状
況
も
調
査
し
、
助
成
項
目
、

対
象
者
等
検
討
進
め
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

減
災
対
策
の
推
進
を

質
問

区
長
は
、
２７
年
度
ま
で
に
区

内
住
宅
の
耐
震
化
９０
％
を
め
ざ
す
と

表
明
。
昨
年
度
、
耐
震
補
強
工
事
の

助
成
制
度
を
新
設
。
区
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
事
業
が
必
要
。
�
耐
震
補

強
工
事
の
現
状
と
目
標
達
成
へ
の
推

進
状
況
は
。
�
区
民
の
意
識
調
査
必

要
で
は
。
�
耐
震
補
強
の
普
及
へ
の

取
り
組
み
は
。
�
更
な
る
サ
ー
ビ
ス

の
促
進
と
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
。
�
今
年

２
月
ま
で
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
や

火
災
警
報
器
を
購
入
し
た
場
合
の
無

料
設
置
制
度
が
実
施
さ
れ
た
が
、
�ア

取
り
付
け
状
況
は
。
�イ
高
齢
者
や
障

害
者
全
世
帯
へ
の
設
置
を
計
画
事
業

と
し
て
、
徹
底
し
た
減
災
対
策
を
。

答
弁

�
昭
和
５６
年
以
前
の
耐
震
性

に
問
題
の
あ
る
住
宅
を
重
点
に
耐
震

化
を
推
進
。
耐
震
化
率
は
、
現
在
、

推
計
８２
％
、
目
標
の
９０
％
に
は
、
自

主
的
な
建
替
え
を
想
定
し
て
除
く
と
、

耐
震
改
修
は
約
１０００
戸
必
要
。
�
今
年

度
、
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
予

定
。
老
朽
木
造
住
宅
密
集
地
域
な
ど

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
意
見
を

伺
う
。
�
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
事
業

紹
介
を
実
施
。
今
年
５
月
に
は
、「
だ

れ
で
も
で
き
る
我
が
家
の
耐
震
診

断
」
を
全
戸
配
布
。
�
工
事
助
成
の

申
込
期
間
の
大
幅
延
長
や
診
断
の
申

込
み
枠
の
拡
大
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
。
耐
震
化
支
援
事
業
も
一
層
Ｐ
Ｒ
。

�
�ア
平
成
１６
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
の
無
料
取
り

付
け
は
１０６
件
、
簡
易
型
火
災
警
報
器

等
の
あ
っ
せ
ん
実
績
は
４７７
件
３４８０
個
。

�イ
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
あ
っ

せ
ん
は
継
続
。
新
た
に
要
援
護
者
名

簿
登
録
者
へ
の
器
具
等
の
無
料
配
布

・
無
料
取
付
を
実
施
。

多
重
債
務
対
策
に
つ
い
て

質
問

２００
万
を
超
す
家
庭
が
多
重
債

務
で
経
済
的
な
危
機
に
陥
り
、
深
刻
。

�
区
報
で
の
相
談
窓
口
の
紹
介
や
出

張
所
等
で
の
紹
介
チ
ラ
シ
の
配
布
な

ど
区
民
へ
の
周
知
徹
底
を
。
�
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
員
の
適
正

配
置
を
。
�
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

貸
付
の
周
知
と
貸
付
の
条
件
緩
和
を
。

�
小
学
生
等
若
年
期
か
ら
の
消
費
者

教
育
を
。

答
弁

�
専
門
機
関
の
情
報
も
含
め

て
周
知
。
�
本
年
度
１
名
増
員
。
今

後
の
状
況
に
よ
り
適
切
に
対
応
。
�

一
層
周
知
。
都
か
ら
の
委
託
事
業
で

あ
り
、
緊
急
小
口
資
金
融
資
は
１９
年

商
工
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

活気ある商店街を！

期
日
前
投
票
の
周
知
で区

民
の
積
極
的
な
政
治
参
加
を

新
宿
区
議
会
公
明
党

若い人の積極的な投票で政治の活性化を！

代

表

質

問

代

表

質

問
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度
中
に
貸
付
限
度
額
増
予
定
。
�
中

学
生
に
は
副
読
本
を
配
布
し
活
用
。

小
学
生
も
消
費
者
教
育
必
要
と
認
識
。

こ
の
他
に
「
地
区
協
議
会
の
展

望
」「
子
育
て
支
援
の
拡
充
・
推

進
」「
自
転
車
利
用
に
関
す
る
環
境

づ
く
り
」「
学
校
の
校
庭
芝
生
化
」

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
部
早
苗

質
問

６
月
か
ら
住
民
税
は
大
幅
に

上
が
っ
た
。
国
民
健
康
保
険
料
、
介

護
保
険
料
等
各
種
制
度
へ
も
大
き
な

影
響
が
。
�
区
独
自
に
、
低
所
得
者

に
対
す
る
特
別
区
民
税
減
免
制
度
を
、

他
区
に
先
駆
け
創
設
す
べ
き
。
�
国

保
料
は
均
等
割
の
５
年
連
続
値
上
げ

も
負
担
増
に
追
い
討
ち
を
か
け
て
い

る
。
年
１
万
円
を
上
限
に
値
上
げ
分

と
の
差
額
を
助
成
す
る
制
度
を
つ
く

る
べ
き
。
�
都
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の

新
規
対
象
者
の
負
担
軽
減
を
求
め
、

区
も
独
自
の
一
部
補
助
を
。
�
減
税

の
制
度
を
徹
底
的
に
周
知
し
、
関
連

す
る
課
が
共
同
で
繰
り
返
し
情
報
提

供
を
。
減
税
の
可
能
性
が
高
い
と
見

込
ま
れ
る
方
へ
は
個
別
に
通
知
を
。

答
弁

�
都
が
平
成
２０
年
に
向
け
た

個
人
都
民
税
軽
減
策
を
検
討
中
。
そ

の
動
向
を
慎
重
に
見
極
め
た
い
。
�

特
別
区
独
自
に
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
、
可
能
な
対
応
は
実
施
済
。
区
独

自
の
助
成
は
困
難
。
�
負
担
軽
減
策

が
執
ら
れ
て
お
り
、
都
へ
の
要
望
や

区
独
自
の
一
部
補
助
は
考
え
て
い
な

い
。
�
様
々
な
工
夫
で
周
知
に
努
力
。

今
後
も
よ
り
き
め
細
か
な
周
知
方
法

を
関
係
各
課
で
検
討
。

待
機
児
童
解
消
と

保
育
料
値
下
げ
に
つ
い
て

質
問

�
区
長
は
就
任
直
後
に
２００７
年

４
月
に
は
保
育
園
待
機
児
童
を
ゼ
ロ

に
す
る
と
表
明
。
実
現
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。
�

新
た
な
待
機
児
童
解
消
計
画
は
、
認

可
園
の
増
設
で
受
入
拡
大
を
は
か
り
、

区
の
責
任
果
た
す
べ
き
。
�
認
証
保

育
所
と
認
可
園
の
ど
ち
ら
を
望
む
か

を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
。
�

９６６６
名
の
署
名
で
新
築
・
認
可
化
の
陳

情
が
出
さ
れ
た
つ
く
し
保
育
園
に
つ

い
て
、
認
可
化
の
決
断
と
早
急
な
調

整
を
。
�
子
育
て
世
帯
の
生
活
実
態

に
即
し
た
対
策
と
し
て
、
保
育
料
の

１０
％
引
き
下
げ
を
。

答
弁

�
認
可
保
育
園
の
定
員
の
拡

大
や
弾
力
化
等
で
、
１５
年
の
８９
名
か

ら
２６
名
に
減
少
。
就
業
率
の
向
上
等

の
様
々
な
要
因
で
解
消
に
は
い
た
ら

ず
残
念
。
�
待
機
児
童
解
消
を
認
証

保
育
所
に
の
み
託
す
つ
も
り
は
な
い
。

�
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。
�
署
名

の
重
み
は
受
け
止
め
る
が
、
設
置
者

の
意
向
や
近
隣
保
育
園
の
再
編
も
考

慮
の
必
要
が
あ
る
。
�
受
益
者
負
担

適
正
化
の
観
点
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
。

引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

質
問

�
医
療
を
受
け
る
権
利
を
奪

う
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
は
発

行
す
べ
き
で
な
い
。�
保
険
料
は
生
活

を
脅
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
設
定
し
、

低
所
得
者
に
は
全
額
免
除
の
制
度
を
。

国
に
保
険
料
減
免
制
度
や
国
庫
負
担

引
き
上
げ
の
要
求
を
。
広
域
連
合
と

し
て
独
自
の
減
免
制
度
の
要
請
を
。�

保
険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
や

め
る
べ
き
。少
な
く
と
も
本
人
の
同
意

を
得
る
べ
き
。�
高
齢
者
の
意
志
を
制

度
の
運
営
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
を
。

答
弁

�
負
担
能
力
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場

合
に
発
行
は
必
要
。
医
療
を
受
け
る

機
会
を
奪
う
こ
と
の
な
い
よ
う
運
用

方
法
を
十
分
検
討
。
�
国
の
動
向
を

注
視
。
�
一
定
の
配
慮
が
考
え
ら
れ

て
お
り
収
納
確
保
の
面
か
ら
も
本
人

同
意
が
適
当
と
は
考
え
な
い
。
引
き

落
と
し
金
額
の
通
知
な
ど
で
理
解
を

得
る
努
力
を
行
う
。
�
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
懇
談
会
を
設
置
予
定
。

こ
の
他
「
憲
法
を
め
ぐ
る
問
題
」

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
へ
の
支
援
策
」

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
等
教
育
行
政
」

等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

平
間
し
の
ぶ

質
問

図
書
館
を
い
か
に
し
て
区
民

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
機
会
を
増
や

す
か
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
区
政
の

課
題
で
あ
る
。
�
区
長
の
望
む
図
書

館
像
と
、
区
立
図
書
館
に
期
待
さ
れ

る
役
割
と
は
。
�
今
年
の
「
子
ど
も

読
書
の
日
」
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
た
か
。
�
現
段
階
で
教
育
委

員
会
が
考
え
て
い
る
図
書
館
の
民
間

業
務
委
託
と
は
。

答
弁

�
文
化
の
基
盤
で
あ
り
、
地

域
の
知
の
拠
点
で
あ
り
、
情
報
に
い

つ
で
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

拠
点
。
区
民
の
自
主
的
な
学
習
を
支

援
し
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
高

め
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
強
化
と

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
�
読
書
週
間
の
記
念
行

事
と
し
て
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
好
き
な
本
の
展
示
、
こ
ど
も
映

画
会
、
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
「
お

は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
」
を
実
施
。
�

限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
の
中
で
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
を
図
る
た
め
カ
ウ
ン
タ

ー
業
務
の
委
託
を
検
討
。
多
様
な
資

源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
よ
り
満
足

度
の
高
い
図
書
館
運
営
を
目
指
す
。

保
育
料
未
納
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問

経
済
的
に
困
難
な
家
庭
に
は

分
割
納
入
等
の
措
置
や
相
談
が
必
要

だ
が
、
問
題
あ
る
保
護
者
に
は
毅
然

と
し
た
対
応
が
望
ま
れ
る
。
�
保
育

料
未
納
者
に
対
す
る
１４
年
度
か
ら
今

ま
で
の
対
応
の
変
遷
に
つ
い
て
。
�

卒
園
後
や
転
居
者
の
未
納
者
へ
の
追

跡
調
査
請
求
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
い

る
か
。
�
保
育
料
の
支
払
い
義
務
は

５
年
が
期
限
と
な
っ
て
い
る
。
不
納

欠
損
に
な
る
前
の
施
策
を
考
え
て
い

る
か
。

答
弁

�
現
在
の
催
告
状
況
は
督
促

状
・
催
告
書
の
発
送
、
電
話
に
よ
る

催
告
な
ど
。
園
長
に
よ
る
催
告
書
の

手
渡
し
は
、
区
立
保
育
園
で
は
１１
年

度
か
ら
、
私
立
保
育
園
で
は
１２
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
１６
年
度

か
ら
は
、
保
育
園
に
職
員
が
出
向
き

面
接
に
よ
る
催
告
も
行
っ
て
い
る
。

�
卒
園
児
で
兄
弟
が
在
園
し
て
い
な

い
場
合
は
郵
送
や
電
話
催
促
。
郵
便

物
が
宛
先
不
明
の
場
合
は
転
出
先
を

調
査
し
、
再
度
郵
送
し
て
い
る
。

�
で
き
る
限
り
在
園
中
に
徴
収
す
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
年
末
手
当
の
支

給
時
期
に
、
保
育
園
に
職
員
が
徴
収

に
行
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
弁
護
士
に
納
付
指
導
を
委
託
す

る
こ
と
も
今
後
検
討
す
る
。

根
本
二
郎

質
問

格
差
が
拡
大
し
、
利
益
至
上

主
義
が
は
び
こ
る
中
、
区
に
は
「
共

生
」
の
思
想
と
施
策
の
実
施
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
区
長
の
見
解
は
。

答
弁

地
域
を
大
切
に
思
い
、
頑
張

る
人
々
と
の
協
働
に
よ
る
「
共
生
社

会
」
を
構
築
し
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
拡
充
を

質
問

エ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
「
み
ど

り
の
カ
ー
テ
ン
」
等
先
駆
的
事
業
へ

の
理
解
と
協
力
を
。

答
弁

今
後
と
も
支
援
協
力
す
る
。

山
田
敏
行

質
問

区
が
吉
本
興
業
と
締
結
し
た

「
協
定
書
」
の
貸
付
け
の
目
的
は
抽

象
的
。
区
民
に
説
明
の
必
要
が
。
�

住
民
税
等
の
負
担
増
に
対
策
を
！

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

押し寄せる負担増。これ以上の負担は無理�

図
書
館
は
知
恵
や
知
識
の
宝
庫

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

親子で楽しめる図書館に！

利
益
至
上
主
義
か
ら
共
生
の
社
会
へ

旧
四
谷
第
五
小
学
校
の

吉
本
興
業
へ
の
貸
付
け
に
つ
い
て

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

信頼し、支えあえる新宿区へ

代

表

質

問

代

表

質

問

代

表

質

問

代

表

質

問
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薦�

区�

長�

推�

自

民

公

明

共

産

民

主

新
無
ク

社

会

自

民

共

産

民

主

新
無
ク

自

民

具
体
的
に
吉
本
興
業
に
求
め
る
も
の

は
。�
相
手
の
対
応
は
。�
成
果
が
上

げ
ら
れ
な
い
場
合
は
。
�
年
度
を
区

切
っ
て
事
業
評
価
と
対
応
の
留
保
を
。

答
弁

�
歌
舞
伎
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

推
進
協
議
会
、イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極

的
参
加
や
活
動
の
場
の
提
供
。�
積
極

的
対
応
を
表
明
。�
具
体
的
な
貢
献
策

を
更
に
協
議
。�
年
度
毎
に
事
業
評
価
。

必
要
に
応
じ
協
議
・
働
き
か
け
る
。

な
す
雅
之

質
問

区
長
は
、「
区
政
の
基
本
的

課
題
に
対
す
る
姿
勢
が
区
長
と
同
じ

方
向
に
あ
る
候
補
者
を
推
薦
」
と
し

て
い
る
が
、
�
今
回
の
推
薦
数
は
。

�
推
薦
基
準
は
。
�
選
挙
公
約
に
つ

い
て
候
補
者
と
話
し
合
い
、
共
通
認

識
の
合
意
の
上
、
推
薦
す
べ
き
で
は
。

�
推
薦
の
重
み
の
認
識
は
。

答
弁

�
２６
名
。
�
こ
れ
ま
で
ど
お

り
。
�
個
々
の
公
約
の
一
致
ま
で
は

考
え
な
い
。
�
安
易
な
推
薦
は
な
い
。

こ
の
他
「
区
民
の
声
委
員
会
の
改

正
・
改
革
」等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

下
村
治
生

広
告
景
観
と
屋
外
広
告
物
規
制
に
つ
い
て

質
問

�
広
告
景
観
に
つ
い
て
の
新

宿
区
の
考
え
方
は
。
�
地
域
ル
ー
ル

に
則
り
、
イ
ベ
ン
ト
広
告
や
街
路
灯

広
告
な
ど
道
路
活
用
の
規
制
緩
和
が

必
要
で
は
。

答
弁

�
地
域
に
よ
り
屋
外
広
告
物

も
景
観
と
し
て
評
価
。
景
観
法
に
基

づ
く
景
観
基
本
計
画
の
見
直
し
に
反

映
さ
せ
る
。
�
個
別
に
規
制
緩
和
を

実
施
。
今
後
も
ま
ち
の
活
性
化
な
ど

意
義
を
勘
案
し
、
緩
和
す
る
方
向
で

地
域
ル
ー
ル
を
定
め
る
。

中
村
し
ん
い
ち

区
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

質
問

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
不
十
分
。

�
ス
ト
ッ
ク
改
善
の
検
討
は
。
�
総

点
検
を
。
�
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い

団
地
の
建
替
え
を
。
�
区
営
大
久
保

３
丁
目
ア
パ
ー
ト
内
の
段
差
や
滑
り

や
す
い
タ
イ
ル
の
改
善
を
。

答
弁

�
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
検
討
。
�
日
頃
か
ら
点
検
。
引

き
続
き
整
備
に
取
り
組
む
。
�
建
替

え
も
視
野
に
改
善
計
画
を
検
討
。
�

段
差
に
つ
い
て
は
可
能
な
方
策
が
あ

る
か
検
討
。
タ
イ
ル
は
早
急
に
対
応
。

川
村
の
り
あ
き

民
有
灯
の
助
成
に
つ
い
て

質
問

�
防
犯
対
策
及
び
町
会
へ
の

支
援
の
観
点
か
ら
、
民
有
灯
の
工
事

費
助
成
割
合
と
維
持
費
の
助
成
額
を

引
き
上
げ
て
は
。
�
安
全
対
策
上
の

必
要
か
ら
、
専
門
家
に
よ
る
点
検
を

区
が
実
施
ま
た
は
支
援
し
て
は
。

答
弁

�
工
事
費
助
成
割
合
引
き
上

げ
は
考
え
て
い
な
い
。
維
持
費
は
現

行
の
助
成
金
額
で
賄
え
る
設
定
。
�

点
検
方
法
や
留
意
点
を
毎
年
の
助
成

申
請
時
等
に
知
ら
せ
、
要
望
あ
れ
ば

職
員
が
現
地
に
出
向
き
説
明
の
考
え
。

小
野
き
み
子

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

質
問

�
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
実
施

の
場
合
、
住
民
税
収
１
％
減
を
予
想

し
た
予
算
に
す
る
の
か
。
�
納
税
者

が
選
ん
だ
団
体
の
事
業
に
支
援
す
る

市
川
市
の
「
住
民
税
の
１
％
支
援
制

度
」
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

�
予
算
編
成
時
点
で
は
対
象

者
の
実
数
把
握
や
影
響
額
の
推
測
は

困
難
。�
考
え
て
い
な
い
。協
働
事
業

提
案
制
度
を
継
続
す
る
等
、
区
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、施
策
要
望
の

高
い
分
野
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
。

え
の
き
秀
隆

人
や
環
境
に
優
し
い
歩
道
整
備
を

質
問

�
歩
行
者
安
全
の
為
、
区
道

に
お
け
る
自
転
車
通
行
帯
の
積
極
的

導
入
と
国
・
都
へ
の
働
き
か
け
を
。

�
自
転
車
免
許
制
度
と
危
険
運
転
へ

の
対
応
を
。
�
木
製
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
距
離
の
延
長
を
。

答
弁

�
ど
の
よ
う
な
手
法
で
整
備

可
能
か
検
討
。
国
や
都
に
要
請
を
行

う
。�
協
議
し
て
い
く
。啓
発
活
動
の

実
施
と
各
警
察
署
に
取
締
り
の
強
化

を
要
請
。
�
設
置
箇
所
の
経
過
を
観

察
し
、設
置
距
離
の
拡
大
も
含
め
検
討
。

か
わ
の
達
男

戸
山
公
園
総
合
運
動
場
の

整
備
促
進
に
つ
い
て

質
問

総
合
運
動
場
の
整
備
を
多
く

の
区
民
が
求
め
て
い
る
。�
整
備
の
為

の
用
地
取
得
に
関
す
る
都
・
国
等
と
の

話
し
合
い
の
内
容
は
。�
都
の
用
地
買

収
が
進
ま
な
い
要
因
は
。�
戸
山
５
号

宿
舎
の
移
転
先
に
関
し
区
も
協
力
を
。

�
問
題
の
整
理
と
解
決
へ
の
決
意
は
。

答
弁

�
都
の
整
備
方
針
変
更
な
い

旨
確
認
。�
こ
の
土
地
の
経
緯
に
問
題

が
。�
国
の
要
請
あ
れ
ば
協
力
。�
重

要
な
課
題
。引
き
続
き
都
に
強
く
要
望
。

ひ
や
ま
真
一

高
田
馬
場
四
丁
目
交
番
廃
止
に
つ
い
て

質
問

交
番
廃
止
後
設
置
さ
れ
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
」
を
区

は
都
や
警
視
庁
に
交
番
と
同
等
の
機

能
を
有
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

答
弁

青
色
灯
の
設
置
等
、「
地
域

安
全
セ
ン
タ
ー
」
に
近
い
も
の
に
な

る
よ
う
都
や
警
視
庁
に
働
き
か
け
る
。

高
田
馬
場
戸
山
口
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

質
問

戸
山
口
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
。

答
弁

今
年
度
は
現
況
調
査
を
行
い

可
能
な
方
策
を
整
理
。
区
と
鉄
道
業

者
と
の
協
議
の
場
を
新
た
に
設
け
る
。

あ
ざ
み
民
栄

東
京
厚
生
年
金
病
院
と
社
会
保
険
中
央

総
合
病
院
の
公
的
病
院
と
し
て
の
存
続
を

質
問

�
関
係
機
関
に
今
後
の
見
通

し
等
情
報
の
収
集
を
。�
社
保
庁
改
革

法
案
と
切
り
離
し
て
検
討
し
、公
的
病

院
と
し
て
存
続
す
べ
き
。�
住
民
・
議

会
・
首
長
が
一
体
と
な
っ
て
運
動
す
る

こ
と
が
必
要
。区
長
自
ら
国
に
要
望
を
。

答
弁

�
引
続
き
情
報
収
集
に
努
め

る
。�
今
後
も
公
益
性
失
わ
ず
存
続
す

る
こ
と
を
希
望
。�
厚
労
省
が
合
理
化

計
画
策
定
前
に
地
元
の
意
見
を
聴
く

と
の
意
向
。そ
の
際
区
の
考
え
伝
え
る
。

久
保
合
介

通
称
・
愛
称
運
動
の
提
唱

質
問

�
仮
称「
通
称
・
愛
称
命
名
委

員
会
」
設
置
と
区
民
公
募
に
よ
る
命

名
を
。
�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
わ
か
り
易
い
命
名
を
。
�
区
道
の

通
称
名
の
公
募
を
。�
四
谷
・
牛
込
�

笥
区
民
ホ
ー
ル
の
名
称
を
地
名
で
は

な
く
、
全
国
に
発
信
で
き
る
名
称
に
。

答
弁

�
設
置
は
考
え
な
い
が
、
通

称
・
愛
称
は
既
存
施
設
を
含
め
検
討
。

�
公
募
も
視
野
に
入
れ
検
討
。
�
検

討
。
�
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
愛

称
も
柔
軟
に
受
け
止
め
て
い
く
。

の
づ
た
け
し

図
書
館
の
視
聴
覚
分
野
の
充
実
を

質
問

図
書
館
施
策
に
つ
い
て
。
�

視
聴
覚
分
野
の
幅
広
い
ソ
フ
ト
の
提

供
を
。
�
視
聴
覚
の
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
性
に
つ
い
て
。
�
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ソ
フ
ト
選
定
基
準
は
。

答
弁

�
利
用
者
の
要
望
を
踏
ま
え

必
要
な
視
聴
覚
資
料
を
整
備
。
�
司

書
資
格
を
有
し
、
資
料
の
検
索
技
術

に
優
れ
た
職
員
を
配
置
し
対
応
。
�

評
価
が
定
着
し
て
い
る
も
の
を
中
心

に
選
定
。
今
後
も
一
般
的
、
古
典
的

な
資
料
を
取
り
揃
え
て
い
く
。

吉
住
は
る
お

公
園
の
活
性
化
と
管
理
に
つ
い
て

質
問

�
公
園
の
活
性
化
を
進
め
る

た
め
改
修
す
る
数
を
増
や
す
予
定
は
。

�
利
用
者
の
特
に
少
な
い
公
園
の
イ

メ
ー
ジ
刷
新
は
。
�
柔
軟
な
利
用
を

可
能
に
す
る
た
め
、
地
域
単
位
で
利

用
方
法
を
再
検
討
し
て
は
。

答
弁

�
小
規
模
公
園
は
２
年
１
園

↓
年
１
園
に
増
。大
規
模
公
園
も
順
次

改
修
。�
今
年
度
か
ら「
公
園
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
」事
業
開
始
、全
体
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
。�
地
域
主
体
の
多
様
な
利

用
ル
ー
ル
づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
。

区
議
選
で
の
区
長
の
安
易
な
推
薦
を
た
だ
す

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

吉本興業に貸し付けられる旧四谷第五小学校区長は推薦の重みを認識？

平 成１９年 第 ３ 回
定例会のお知らせ

★★９月２０日から１０月１７日までの
予定です。
主な日程は、次のとおりです。
本 会 議 ９月２０日・２１日・

１０月１７日
決算特別委員会 ９月２５日～１０月５日
常任委員会１０月１０日・１１日
特別委員会１０月１２日・１５日
★★ぜひ傍聴にいらしてください。

会派略称：

自 民＝自由民主党新宿区議会議員団

公 明＝新宿区議会公明党

共 産＝日本共産党新宿区議会議員団

民 主＝民主党新宿区議会議員団

新無ク＝新宿区議会無所属クラブ

社 会＝社会新宿区議会議員団

花マル＝新宿区議会花マルクラブ

代

表

質

問
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政務調査費の収支報告をお知らせします
政務調査費とは、地方自治法に基づき、新宿区政務調査費の交付に関する条例を定めて、議員（会派）が調査研究に使うために必要な経費の一部
として、会派に交付される経費のことです。
平成１８年度（平成１８年４月～平成１９年３月）に交付した政務調査費がどのように使われたのかは下記の表のとおりです。

◎収入…月額１５万円に会派の人数を乗じた金額になります。（交付された政務調査費に残額が生じた場合は、区に返還します。）

支出（項目の説明）
人件費事務費広報費資料費会議費研修費調査研究費

調査研究を補助
する職員を雇用
する経費

調査研究に係る
事務遂行に必要
な経費

議会活動及び区政
に関する政策等の
広報活動に要する
経費

調査研究に必要な資
料の作成及び図書、
資料等の購入に要す
る経費

調査研究のため
の各種会議に要
する経費

研修会及び講演会の実施に必要な
経費並びに他団体が開催する研修
会、講演会等への所属議員及び会
派の雇用する職員の参加に要する
経費

区の事務及び地方行
財政に関する調査研
究及び調査委託に要
する経費 【給料、手当、社会

保険料、賃金等】
【事務用品・備品
購入費、リース料、
通信費、事務所費
等】

【会場費、会場設
営費、講師謝金、
資料印刷費等】

【広報紙・報告書等
印刷費、送料、交通
費等】

【印刷・製本費、原稿
料、書籍購入費、新聞
雑誌購読料等】

【調査委託費、調査報
告書等作成費、交通費、
宿泊費等】

【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出
席者負担金・会費、交通費、宿泊費等】

政務調査費は、次の使途に用いることはできません

１ 政党運動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益の
ために要する経費としての支出。

２ 日当（１日あたりの決まった手当て）としての支出。

３ 寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出。
４ 交際費に要する経費への支出。（結婚式の祝い金、香料、
見舞金等）

もっと詳しく知りたい時
会派は、四半期（４月～６月・７月～９月・１０月～１２月及び翌年１月～３月）ごとに『四半期収支状況報告書』を、また、年度（４月～翌年
３月）が終わると『年度収支報告書』をそれぞれ３０日以内に議長に提出します。
報告書には、調査研究費や研修費等の項目別に、具体的な使いみちと金額が書かれています。この報告書は、閲覧することができます。（領
収書等についてもご覧いただけます。）
詳しくは、議会事務局までご連絡ください。

議長交際費の支出状況を公表します
●議長が議会を代表して各種行事や接遇関係など対外的な活動をするために要する経費です。
●毎月の執行額については、平成１６年１月分から区議会ホームページでご覧になれます。議長交際費とは？

※支出団体名等をご覧になりたい方は、議会事務局までご連絡ください。

平成１８年度政務調査費収支一覧〔平成１８年４月～平成１９年３月〕

主 な 使 途

調査研究視察経費、資
料購入経費、広報紙発
行経費など

区政アンケート実施経
費、資料購入経費、広
報紙発行経費など

調査研究交通費、資料
購入経費、広報紙発行
経費など

区政報告会開催経費、
広報紙発行経費など

調査研究交通費、資料
購入経費、広報紙発行
経費など

調査研究交通費、資料
購入経費、広報紙発行
経費など

調査研究視察経費、研
修会参加経費、広報紙
発行経費など

支出合計

２，０７３，２５９

１５，３２０，１５３

１３，８３３，８９１

７，２００，０００

４，９４２，０８２

３，５７２，７６７

１，８００，０００

４８，７４２，１５２

支 出
人 件 費

０

５，８５１，７１７

４，１１２，５００

１５０，０００

８６０，２２０

０

８０，０００

１１，０５４，４３７

事 務 費

３３４，４３３

１，２１３，２１７

２，４１８，９３８

９５，１１２

１４２，８９９

１，１８３，１３５

６４３，３３２

６，０３１，０６６

広 報 費

５５６，５４５

５，３７７，７１８

４，５９６，１８７

６，６２５，２０８

３，２８２，９１５

２，０１５，４３７

８４３，５２５

２３，２９７，５３５

資 料 費

４５６，８７８

６９３，９８１

９８２，２３６

０

１８２，０３９

９４，７３５

３１，８２８

２，４４１，６９７

会 議 費

０

２６，０００

５０，４９７

０

０

２７，８２０

０

１０４，３１７

研 修 費

５０，３６０

３１５，４８０

１３３，６３０

３１３，６００

５８，８００

７８，６４０

６３，１８５

１，０１３，６９５

調査研究費

６７５，０４３

１，８４２，０４０

１，５３９，９０３

１６，０８０

４１５，２０９

１７３，０００

１３８，１３０

４，７９９，４０５

収 入

１６，２００，０００

１６，２００，０００

１４，４００，０００

７，２００，０００

５，４００，０００

３，６００，０００

１，８００，０００

６４，８００，０００

年度末
会派人数

９

９

８

４

３

２

１

３６

会 派 名

新 宿 区 議 会
公 明 党

日本共産党新宿
区議会議員団

自由民主党新宿
区議会議員団

新 宿 区 議 会
無所属クラブ

民主党新宿区議
会 議 員 団

社会新宿区議会
議 員 団

新 宿 区 議 会
花マルクラブ

合 計

合 計
金 額
７５，０００
５１，０００
５０，０００
３６９，０００
６５，０００
６１０，０００

件 数
８
６
５
４３
８
７０

接 遇
金 額

０
０
０
０
０
０

件 数
０
０
０
０
０
０

弔 慰
金 額
５，０００

０
０
０

３５，０００
４０，０００

件 数
１
０
０
０
３
４

見 舞 い
金 額

０
０
０
０

３０，０００
３０，０００

件 数
０
０
０
０
５
５

会 費
金 額
７０，０００
５１，０００
５０，０００
３６９，０００

０
５４０，０００

件 数
７
６
５
４３
０
６１

支出項目
支出先
町 会
地 域 団 体
商 店 会
各種関係団体
そ の 他
合 計

単位（円）

単位（円）

平成１
８年度

平成１
８年度

平成１９年（２００７年）７月２２日 6No.２３２



これが新しい特別委員会です！
５月からスタートした議会には、新しい特別委員会が３つ誕生しました。

それぞれの特別委員会をご紹介します。

議会・行財政改革特別委員会自治・地方分権特別委員会防災等安全対策特別委員会
委員長：沢田あゆみ委員長：根本二郎委員長：深沢としさだ

この特別委員会ができた理由、経緯は１この特別委員会ができた理由、経緯は１この特別委員会ができた理由、経緯は１

これまですすめてきた議会改革・行
財政改革に加え、新たに、議会の憲法
ともいわれる「議会基本条例」に取り
組み、区民の皆様に身近に感じていた
だけるような、より開かれた区議会を
めざし設置しました。

地方分権一括法が施行され、国と自
治体の関係は大きく変化しています。
基礎自治体・新宿区の一層の自立が求
められているという認識のもと設置し
た委員会です。

安全・安心に関する事業は、区のあ
らゆる部署で展開され、その全体像の
把握は、常任委員会では困難です。そ
こで、安全・安心対策を総合的に調査
し、区民の命を守る施策を推進するた
め、この委員会をつくりました。

所管事項は？２
所管事項は？２

所管事項は？これまでも議会は自治権の拡充や都
と区のあり方について調査してきまし
たが、さらに、新宿区にふさわしい自
治のあり方を示す基本条例について調
査研究していきます。

２
震災などの防災対策をはじめ、総合
治水対策、危機管理、放置自転車、歌
舞伎町対策といった区民の安全・安心
に係る事項全般です。

行財政改革、議会改革、議会基本条
例の３つの事項に取り組みます。

委員会のＰＲを！３
委員会のＰＲを！委員会のＰＲを！ ３３ 区民のみなさまから、より一層の信

頼を得られるよう、活発な議論で改革
に取り組みます。
みなさまのご意見をお寄せください。

「行動する委員会」「政策に強い議
会」を目指します！

安全・安心にゴールはありません。
真剣に議論しています。是非傍聴にお
越しください。

沖
縄
に
６２
年
目
の
暑
い
夏
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

新
宿
区
議
会
は
今
年
も
「
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
」
に
、
佐
原
た

け
し
、
鈴
木
ゆ
き
え
、
お
の
け
ん

一
郎
、
か
わ
の
達
男
の
４
名
の
議

員
を
、
区
議
会
の
代
表
と
し
て
式

典
に
派
遣
し
ま
し
た
。

新
宿
区
議
会
は
、
住
民
を
二
度

と
戦
争
の
惨
禍
に
あ
わ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
昭
和
６０

年
１２
月
１０
日
「
新
宿
区
非
核
平
和

都
市
宣
言
」
に
関
す
る
決
議
を
全

会
一
致
で
可
決
し
、
翌
年
の
３
月

１５
日
、
新
宿
区
は
「
新
宿
区
平
和

都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
尊
重
し
、
平

和
派
遣
事
業
と
し
て
、
沖
縄
、
広

島
、
長
崎
の
平
和
祈
念
式
に
議
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
戦
の
組
織
的
な
戦
闘
が
終

結
し
た
６
月
２３
日
は
「
沖
縄
慰
霊

の
日
」と
定
め
ら
れ
、戦
争
に
よ
る

惨
禍
が
再
び
起
こ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
人
類
普
遍
の
願
い
で
あ
る

恒
久
平
和
を
希
求
す
る
と
と
も
に

全
て
の
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の

意
を
捧
げ
る
「
沖
縄
全
戦
没
者
追

悼
式
」
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
２３
日
、
梅
雨
も
明
け
、
照

り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、
一
行
は
、

沖
縄
本
島
南
端
近
く
の
「
東
京
の

塔
」で
献
花
を
行
い
、
そ
の
後「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」「
ひ
め
ゆ
り
平
和

祈
念
資
料
館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
し
て
追
悼
式
会
場
と
な
っ
て

い
る
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈

念
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

追
悼
式
は
、
沖
縄
県
議
会
議
長

の
式
辞
、
正
午
の
時
報
を
合
図
に

黙
と
う
、
代
表
者
の
献
花
、
沖
縄

県
知
事
の
「
平
和
宣
言
」、
安
倍

首
相
と
参
議
院
議
長
の
来
賓
あ
い

さ
つ
と
続
き
ま
し
た
。

追
悼
の
こ
と
ば
で
沖
縄
県
遺
族

連
合
会
会
長
は
、「
集
団
自
決
は
、

わ
が
国
で
唯
一
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
地
上
戦
が
あ
っ
た
ゆ
え
に
起
き

た
。
歴
史
的
事
実
を
正
し
く
後
世

に
伝
え
る
こ
と
こ
そ
が
平
和
建
設

に
ま
い
進
す
る
原
動
力
だ
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
前
日
、
沖
縄
県

議
会
で
は
「
教
科
書
検
定
に
関
す

る
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

朗
読
で
は
沖
縄
尚
学
中
学
２
年

生
の
匹
田
宗
一
郎
さ
ん
が
「
写
真

の
中
の
少
年
」
と
題
し
た
平
和
の

詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。「
防
空
壕

か
ら
ア
メ
リ
カ
兵
の
呼
び
か
け
で

恐
怖
に
お
び
え
て
出
て
き
た
母
親

と
少
年
の
写
真
、
そ
の
少
年
こ
そ

僕
の
祖
父
、
ど
ん
な
逆
境
の
な
か

で
も
頑
張
っ
て
生
き
抜
い
た
祖
父
、

だ
か
ら
今
の
僕
が
い
る
。
命
の
リ

レ
ー
を
大
事
に
絶
や
す
こ
と
な
く

あ
の
忌
ま
わ
し
い
戦
争
の
話
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
」
と
、
命
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

追
悼
式
の
後
、
平
和
の
礎
で
記

念
写
真
を
撮
り
、
午
後
か
ら
は
、

宜
野
湾
市
の
米
軍
普
天
間
基
地
を

嘉
数
高
台
か
ら
見
学
、
沖
縄
の
基

地
問
題
の
深
刻
な
状
況
を
実
感
し

ま
し
た
。

人
類
普
遍
の
願
い

恒
久
平
和
を
希
求
し
て

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
に
参
加
し
ま
し
た

政
治
倫
理
審
査
会
を

開
催
し
ま
し
た

審
査
結
果
は
、
政
治
倫
理
条
例
該
当
の

審
査
請
求
と
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の

平
成
１９
年
４
月
１３
日
付
け
で
、

区
民
か
ら
、
新
宿
区
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
第
１３
条
第
１
項
（
政

治
倫
理
条
例
第
５
〜
７
条
又
は
法

令
若
し
く
は
条
例
違
反
行
為
の
疑

い
）
に
基
づ
く
審
査
請
求
書
が
提

出
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
政
治
倫

理
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

請
求
の
趣
旨
は
、
住
民
監
査
の
過

程
で
の
政
務
調
査
費
の
一
部
返
還

は
、
政
務
調
査
費
の
交
付
条
例
の

厳
格
な
適
用
運
用
か
ら
は
違
法
・

不
当
で
あ
る
等
と
い
う
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
、
こ
の
審
査
請
求

に
つ
い
て
は
、「
住
民
監
査
請
求

に
お
い
て
十
分
な
調
査
と
審
査
に

よ
り
結
論
が
出
て
お
り
、
新
た
な

資
料
の
添
付
も
な
く
、
不
当
利
得

が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
政

務
調
査
費
の
交
付
条
例
違
反
の
疑

い
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

添
付
さ
れ
た
署
名
簿
と
審
査
請
求

で
記
載
内
容
が
異
な
り
、
有
効
な

審
査
請
求
と
は
認
め
難
い
。
本
件

審
査
請
求
は
そ
の
時
期
・
方
法
な

ど
に
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
た
め
、

検
討
を
求
め
る
」
と
の
報
告
が
、

６
月
１５
日
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
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□
「
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決
と

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
早
期
救
済

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

１９
陳
情
第
７
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

↓
【
継
続
審
査
】

新
宿
区
議
会
に
お
い
て
、
標
記
の

意
見
書
を
議
決
し
、
関
係
機
関
に
提

出
頂
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

□
新
宿
区
役
所
・
出
張
所
の
土
曜
日

業
務
再
開
に
関
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
８
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓
【
不
採
択
】

官
公
庁
の
完
全
週
休
２
日
制
を
、

新
宿
区
役
所
、
新
宿
区
の
出
張
所
か

ら
崩
し
て
も
ら
い
た
い
。
土
曜
日
は

正
午
ま
で
勤
務
し
、
こ
の
勤
務
に
関

し
て
は
休
日
出
勤
手
当
て
な
ど
は
払

わ
な
い
。

□
新
宿
区
空
き
缶
等
の
散
乱
及
び
路

上
喫
煙
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す

る
条
例
に
関
し
て
喫
煙
場
所
の
増
設

を
要
求
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
９
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓
【
継
続
審
査
】

条
例
施
行
以
来
、
公
の
喫
煙
場
所

は
新
宿
駅
周
辺
に
４
カ
所
、
高
田
馬

場
駅
周
辺
に
１
カ
所
で
、
非
常
に
不

公
平
で
あ
り
、
増
設
を
要
求
す
る
。

□
新
宿
区
空
き
缶
等
の
散
乱
及
び
路

上
喫
煙
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
区
職
員
の
路
上
喫

煙
者
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
制
に
よ
り
実
施
せ
よ
と

い
う
陳
情

１９
陳
情
第
１０
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓
【
不
採
択
】

現
在
、
新
宿
駅
周
辺
で
行
っ
て
い

る
路
上
喫
煙
者
へ
の
意
識
の
啓
発
を
、

新
宿
区
に
存
在
す
る
各
駅
及
び
各
商

店
街
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

実
施
す
べ
き
。

□
恒
久
平
和
調
査
局
を
国
立
国
会
図

書
館
に
設
置
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情
１９
陳
情
第
１１
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓
【
継
続
審
査
】

今
次
の
大
戦
に
お
け
る
惨
禍
の
実

態
を
公
正
な
立
場
か
ら
明
ら
か
に
す

る
恒
久
平
和
調
査
局
の
設
置
に
つ
い

て
、
衆
参
両
院
議
長
あ
て
に
意
見
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
に
防
疫
研
究
室
跡
地
調
査
の
早

期
実
施
を
求
め
る
陳
情

１９
陳
情
第
１２
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

↓
【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

旧
陸
軍
軍
医
学
校
跡
地
で
発
見
さ

れ
た
人
骨
問
題
の
解
明
と
、
都
立
戸

山
公
園
内
の
総
合
運
動
場
早
期
建
設

の
た
め
、国
に
防
疫
研
究
室
跡
地
の
発

掘
調
査
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
求

め
る
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
用
途
地
域
の
見
直
し
に
関
す
る
陳

情
１９
陳
情
第
１３
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓
【
継
続
審
査
】

百
人
町
西
町
会
区
内
（
百
人
町
１

丁
目
１８
街
区
〜
２５
街
区
）
の
用
途
地

域
に
つ
い
て
、
次
の
見
直
し
を
し
て

く
だ
さ
い
。

１

現
在
近
隣
商
業
地
域
及
び
第
一

種
住
居
地
域
と
な
っ
て
い
る
地
域

の
商
業
地
域
へ
の
変
更

２

日
影
規
制
及
び
高
度
地
区
規
制

の
解
除

□（
仮
称
）「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
目
白
御

留
山
」
建
築
に
関
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
１４
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓
【
継
続
審
査
】

建
築
主
は
、
建
設
予
定
地
に
お
け

る
計
画
に
つ
い
て
近
隣
住
民
に
十
分

な
説
明
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
５
月
１１

日
に
建
築
に
着
工
し
ま
し
た
。
建
築

主
に
対
し
、
本
建
築
に
入
る
前
に
十

分
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
工
事

着
工
を
中
止
す
る
よ
う
、
区
に
指
導

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
生
徒
通
学
時
の
安
全
確
保
に
関
す

る
陳
情

１９
陳
情
第
１５
号（
文
教
委
員
会
）

↓
【
採
択
し
意
見
書
を
提
出
】

平
成
２０
年
４
月
か
ら
通
学
区
域
外

の
仮
校
舎
に
通
学
す
る
西
戸
山
中
学

校
の
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、「
高

７１
系
統
」
の
路
線
バ
ス
を
出
入
庫
す

る
際
に
は
通
し
運
行
と
す
る
よ
う
、

東
京
都
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

□
つ
の
は
ず
西
部
地
区
（
西
新
宿
三

丁
目
・
同
四
丁
目
・
同
五
丁
目
）
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
１６
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

↓
【
不
採
択
】

当
該
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
況

調
査
と
将
来
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

新
宿
区
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
新
宿

区
当
局
ほ
か
関
係
者
と
協
議
し
て
活

路
を
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い
。

今
定
例
会
後
に

審
査
を
始
め
る
も
の

□
下
落
合
４
丁
目
の
重
層
長
屋
建
築

に
関
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
１７
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

（
仮
称
）「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
目
白
御
留

山
」
建
築
に
関
し
、
建
築
主
は
、
建

設
予
定
地
に
お
け
る
計
画
に
つ
い
て

近
隣
住
民
に
十
分
な
説
明
を
行
わ
な

い
ま
ま
、
５
月
１１
日
に
建
築
に
着
工

し
ま
し
た
。
建
築
主
に
対
し
、
本
建

築
に
入
る
前
に
十
分
な
説
明
を
行
う

よ
う
区
に
指
導
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
定
例
会
で
議
決
し
た

（
要
旨
）

意
見
書
の
全
文
は
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
議
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国

・

地

方

を

通

じ

た

税
財
政
制
度
の
見
直
し
に

関

す

る

意

見

書

政
府
の
地
方
法
人
関
係
税
の
見
直

し
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
都
市

部
の
税
源
吸
い
上
げ
議
論
は
、
国
の

責
任
で
解
決
す
べ
き
地
方
財
源
確
保

の
問
題
を
、
地
方
自
治
体
相
互
間
で

の
財
源
奪
い
合
い
に
す
り
替
え
る
も

の
。
地
方
税
の
受
益
と
負
担
の
原
則

を
歪
め
る
も
の
で
あ
り
、
東
京
の
自

治
を
奪
う
動
き
は
、
断
じ
て
容
認
で

き
ま
せ
ん
。
地
方
自
治
体
の
財
源
不

足
は
、
三
位
一
体
改
革
が
地
方
の
自

由
度
拡
大
に
結
び
つ
か
ず
、
地
方
交

付
税
の
財
源
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
も

要
因
の
一
つ
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
を
今
一
度
見
直
し
、
地
方
交
付
税

に
よ
る
税
源
保
障
を
含
め
、
国
か
ら

地
方
へ
の
実
質
的
権
限
と
財
源
を
移

譲
す
る
地
方
分
権
改
革
を
進
め
る
こ

と
を
、
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し

た
。障

が
い
者
の
参
政
権
の

保
障
に
関
す
る
意
見
書

高
齢
社
会
の
拡
大
や
事
故
の
後
遺

症
等
に
よ
る
「
障
が
い
を
も
つ
人
」

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
難
聴
者
・

中
途
失
聴
者
は
全
国
で
約
６００
万
人
と

い
わ
れ
ま
す
。
障
が
い
を
も
つ
人
が

参
加
し
や
す
い
選
挙
は
、
高
齢
者
な

ど
す
べ
て
の
国
民
に
と
っ
て
も
参
加

し
や
す
い
選
挙
で
す
。
こ
の
た
め
、

現
在
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
で
行
わ

れ
て
い
る
政
見
放
送
へ
の
手
話
通
訳

の
他
の
選
挙
へ
の
導
入
、
字
幕
ス
ー

パ
ー
の
表
示
、
要
約
筆
記
等
の
実
施

な
ど
、
障
が
い
当
事
者
な
ど
関
係
者

の
参
画
の
も
と
、
障
が
い
者
の
参
政

権
保
障
に
関
わ
る
施
策
の
充
実
を
、

国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対
策
や

地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
・
拡
充
を

求

め

る

意

見

書

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対

策
や
、
異
常
気
象
の
原
因
と
指
摘
さ

れ
る
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

集
中
豪
雨
等
の
災
害
に
強
い
堤
防
・

道
路
等
の
基
盤
整
備
、
緊
急
避
難
体

制
の
確
立
、
環
境
に
優
し
い
エ
コ
ス

ク
ー
ル
の
推
進
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
積
極
的
利
用
、
温
室
効
果
ガ
ス
等

の
排
出
削
減
に
配
慮
し
た
契
約
の
推

進
等
を
、
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

防
疫
研
究
室
跡
地
調
査
の

早
期
実
施
を
求
め
る
意
見
書

旧
陸
軍
軍
医
学
校
跡
地
で
発
見
さ

れ
た
人
骨
問
題
の
解
明
と
、
都
立
戸

山
公
園
内
の
総
合
運
動
場
早
期
建
設

の
た
め
、
人
体
標
本
が
埋
ま
っ
て
い

る
と
証
言
さ
れ
た
防
疫
研
究
室
跡
地

の
発
掘
調
査
の
早
期
実
施
を
、
国
会

及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

生
徒
通
学
時
の
安
全
確
保
に

関

す

る

意

見

書

西
戸
山
中
学
校
と
西
戸
山
第
二
中

学
校
が
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
、
新

校
舎
建
設
の
た
め
、
西
戸
山
中
学
校

は
通
学
区
域
外
の
仮
校
舎
に
移
転
し

ま
す
。
小
滝
橋
付
近
か
ら
通
学
す
る

生
徒
は
安
全
対
策
の
手
段
と
し
て
路

線
バ
ス
の
利
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

現
状
で
は
高
田
馬
場
駅
で
１
度
降
車

し
、
同
じ
バ
ス
に
乗
り
換
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
安

全
確
保
の
た
め
、
仮
校
舎
通
学
期
間

に
つ
い
て
「
高
７１
系
統
」
の
バ
ス
ダ

イ
ヤ
の
み
、
通
し
運
行
と
す
る
こ
と

を
、
都
に
求
め
ま
し
た
。

請請
願願
・・
陳陳
情情

本
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
１１
件

の
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
２
件
を
採
択
、
３
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

結
論
の
出
な
か
っ
た
陳
情
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
し
て

審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
た
に
提
出
さ
れ
た

も
の【
要
旨
・
審
査
結
果
】

今
定
例
会
で

審
査
し
た
も
の

皆
様
か
ら

の
処
理
状
況

託
さ
れ
た

議
員
選
挙
に
よ
り
新
た
な
体
制

と
な
っ
た
区
議
会
で
は
、
６
月
２８

日
、
全
議
員
に
よ
る
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
視
察
先
は
、
区
外
に
あ

る
２
つ
の
区
施
設
、
区
民
健
康
村

（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
八
ヶ
岳
）
と
女

神
湖
高
原
学
園
（
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
女

神
湖
）
で
す
。

当
日
は
、
新
宿
を
朝
出
発
し
、

午
前
１１
時
に
健
康
村
に
到
着
。
区

民
健
康
村
は
、
区
民
の
心
と
体
の

健
康
を
保
つ
こ
と
、
自
然
を
体
験

す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
建
設

さ
れ
た
総
合
的
な
余
暇
活
動
施
設

で
、
平
成
１７
年
度
か
ら
は
指
定
管

理
者
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

到
着

後
、
ま

ず
研
修

室
で
担

当
課
長

等
か
ら

説
明
を

受
け
、

質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、
地
元

と
の
交
流
に
つ
い
て
・
施
設
や
食
事

へ
の
利
用
者
の
声
に
つ
い
て
・
施
設

の
設
備
更
新
に
つ
い
て
等
の
質
問
が

出
ま
し
た
。
そ
の
後
、
担
当
職
員
や

指
定
管
理
者
等
の
案
内
で
、
屋
内
施

設
の
ほ
か
、
屋
外
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

野
鳥
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
運
動
場
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
樹
木
も
美
し
く
手

入
れ
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
あ
じ
さ
い
の

花
が
満
開
で
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。

午
後
、
健
康
村
を
出
発
し
、
長
野

県
北
佐
久
郡
立
科
町
の
女
神
湖
高
原

学
園
へ
。
こ
こ
は
新
宿
区
教
育
委
員

会
の
所
管
す
る
校
外
学
習
施
設
で
、

健
康
村
同
様
、
平
成
１７
年
度
か
ら
は

指
定
管
理
者
の
運
営
で
す
。
自
然
観

察
や
野
外
活
動
の
た
め
の
小
中
学
校

単
位
で
の
利
用
の
ほ
か
、
区
民
用
の

宿
泊
棟
も
あ
り
、
区
民
も
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
ち
ら
で
も
全
体
の
説
明
を
受
け

た
後
、宿
泊
室
や
ス
キ
ー
乾
燥
室
、体

育
館
な
ど
の

施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、

利
用
者
に
対

す
る
工
夫
に

つ
い
て
・
利

用
料
金
や
食

事
に
つ
い
て

な
ど
の
質
問

が
あ
り
、
施

設
の
担
当
か
ら
は
、
ス
キ
ー
ツ
ア

ー
や
山
菜
採
り
ツ
ア
ー
な
ど
の
工

夫
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
梅
雨
の
晴
れ

間
で
下
界
は
蒸
し
暑
い
１
日
で
し

た
が
、
女
神
湖
で
は
高
原
の
心
地

よ
い
風
が
吹
い
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
視
察
し
た
２
施
設
は
、

共
に
開
設
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し
、

設
備
の
更
新
や
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
よ
る
管
理
方
法
の
変
更

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
視
察
の
機
会
を
通
じ
て
、
運
営

や
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
現
地
で
確

認
す
る
こ
と
で
、
区
議
会
は
施
設

の
適
正
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

き
ま
す
。

全議員
視 察

健
康
村
、
女
神
湖
を
視
察
し
ま
し
た

選
挙
後
の
新
し
い
議
会
で
は
初
め

て
の
定
例
会
と
な
る
、
第
２
回
定
例

会
の
様
子
を
中
心
に
ま
と
め
た
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

あ
さ
が
お
の
花
も
咲
き
始
め
ま
し

た
。
暑
さ
厳
し
き
折
、
健
康
に
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

桑
原

公
平

く
ま
が
い
澄
子

下
村

治
生

小
松

政
子

沢
田

あ
ゆ
み

小
野

き
み
子

根
本

二
郎

本
紙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
調
査
管
理
係

電
話

５
２
７
３
‐
３
５
３
４

あ
と
が
き

●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/gikai/です。
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